
米

国

に

よ

る

広

島

・

長

崎

両

都

市

へ

の

原

爆

投

下

に

対

す

る

日

本

政

府

の

見

解

に

関

す

る

質

問

主

意

書 

   

右

の

質

問

主

意

書

を

提

出

す

る

。 

  
 

 

平

成

二

十

六

年

十

月

一

日 

 提

出

者 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山

田 

宏 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

衆

議

院

議

長 

伊

吹 

文

明 

殿 



 

米

国

に

よ

る

広

島

・

長

崎

両

都

市

へ

の

原

爆

投

下

に

対

す

る

日

本

政

府

の

見

解

に

関

す

る

質

問

主

意

書 
我

が

国

は

来

年

の

平

成

二

十

七

年

八

月

、

米

国

に

よ

る

原

爆

投

下

か

ら

七

十

年

の

節

目

の

年

を

迎

え

る

。 

右

を

踏

ま

え

、

次

の

事

項

に

つ

い

て

質

問

す

る

。 

一 

日

本

政

府

は

、

昭

和

二

十

年

八

月

十

日

、

広

島

、

長

崎

へ

の

原

爆

投

下

に

関

し

て

『

米

機

の

新

型

爆

弾

に

依

る

攻

撃

に

対

す

る

抗

議

文

』
と

題

し

て

、「

米

国

政

府

は

今

次

世

界

の

戦

乱

勃

発

以

来

再

三

に

亘

り

毒

瓦

斯

乃

至

其

の

他

の

非

人

道

的

戦

争

方

法

の

使

用

は

文

明

社

会

の

輿

論

に

依

り

不

法

と

せ

ら

れ

居

れ

り

と

し

対

手

国

側

に

於

て

先

づ

之

を

使

用

せ

ざ

る

限

り

之

を

使

用

す

る

こ

と

な

か

る

べ

き

旨

声

明

し

た

る

が

米

国

が

今

回

使

用

し

た

る

本

件

爆

弾

は

其

の

性

能

の

無

差

別

且

残

虐

性

に

於

て

従

来

斯

る

性

能

を

有

す

る

が

故

に

使

用

を

禁

止

せ

ら

れ

居

る

毒

瓦

斯

其

の

他

の

兵

器

を

遥

に

凌

駕

し

居

れ

り

。

米

国

は

国

際

法

及

人

道

の

根

本

原

則

を

無

視

し

て

既

に

広

範

囲

に

亘

り

帝

国

の

諸

都

市

に

対

し

て

無

差

別

爆

撃

を

実

施

し

来

り

多

数

の

老

幼

婦

女

子

を

殺

傷

し

神

社

、

仏

閣

、

学

校

、

病

院

、

一

般

民

家

等

を

倒

壊

又

は

焼

失

せ

し

め

た

り

。

而

し

て

今

や

新

規

に

し

て

且

従

来

の

如

何

な

る

兵

器

、

投

射

物

に

も

比

し

得

ざ

る

無

差

別

性

、

残

虐

性

を

有

す

る

本

件

爆

弾

を

使

用

せ

る

は

人

類

文

化

に

対

す

る

新

な

る

罪

悪

な

り

。

帝

国

政

府

は

茲

に

自

ら

の

名

に

於

て

且

又

全

人

類

及

文

明

の

名

に

於

て

米

国

政

府

を

糾

弾

す

る

と

共

に

即

時

斯

る

非

人

道

的

兵

器

の

使

用

を

放

棄

す

べ

き

こ

と

を

厳

重

に

要

求

す

。
」
と

米

国

政

府

に

通

知

し

た

こ

と



を

政

府

は

承

知

し

て

い

る

か

。

ま

た

本

「

抗

議

文

」

の

内

容

を

政

府

と

し

て

継

承

し

て

い

る

か

。 
二 
「

東

京

原

爆

裁

判
（

い

わ

ゆ

る

下

田

事

件

）
」
（

昭

和

三

十

八

年

十

二

月

七

日

東

京

地

裁

判

決

）
に

お

い

て

、
日

本

政

府

は

、

「

原

子

爆

弾

の

使

用

は

日

本

の

降

伏

を

早

め

、

戦

争

を

継

続

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

生

ず

る

交

戦

国

双

方

の

人

命

殺

傷

を

防

止

す

る

結

果

を

も

た

ら

し

た

。
」
（
『

判

例

時

報

』

三

五

五

号

二

十

二

頁

、

昭

和

三

十

九

年

）

と

し

、
「

か

よ

う

な

事

情

を

客

観

的

に

み

れ

ば

、
広

島

長

崎

両

市

に

対

す

る

原

子

爆

弾

の

投

下

が

国

際

法

違

反

で

あ

る

か

ど

う

か

は

、
何

人

も

結

論

を

下

し

難

い

。
」

（

同

二

十

三

頁

）

と

主

張

し

た

こ

と

を

承

知

し

て

い

る

か

。

ま

た

、

現

在

に

お

い

て

も

政

府

は

こ

の

考

え

方

を

継

承

し

て

い

る

か

。 

三 

二

の

裁

判

に

お

い

て

東

京

地

裁

が

、「

広

島

、
長

崎

両

市

に

対

す

る

原

子

爆

弾

に

よ

る

爆

撃

は

、
無

防

守

都

市

に

対

す

る

無

差

別

爆

撃

と

し

て

、
当

時

の

国

際

法

か

ら

見

て

、
違

法

な

戦

闘

行

為

で

あ

る

と

解

す

る

の

が

相

当

で

あ

る

。
」（

同

二

十

八

頁

）

ま

た

「

原

子

爆

弾

の

も

た

ら

す

苦

痛

は

、

毒

、

毒

ガ

ス

以

上

の

も

の

と

い

っ

て

も

過

言

で

は

な

く

、

こ

の

よ

う

な

残

虐

な

爆

弾

を

投

下

し

た

行

為

は

、

不

必

要

な

苦

痛

を

与

え

て

は

な

ら

な

い

と

い

う

戦

争

法

の

基

本

原

則

に

違

反

し

て

い

る

と

い

う

こ

と

が

で

き

よ

う

。
」
（

同

二

十

九

頁

）

と

判

決

を

下

し

た

こ

と

を

政

府

は

承

知

し

て

い

る

か

。 

四 

米

国

に

よ

る

我

が

国

へ

の

原

子

爆

弾

投

下

は

、

当

時

の

国

際

法

に

違

反

す

る

も

の

で

あ

っ

た

か

、

政

府

の

見

解

如

何

。 

 



 
五 
平

成

二

十

三

年

九

月

二

十

七

日

付

、
産

経

新

聞

朝

刊

が
『

オ

バ

マ

米

大

統

領

の

平

成

二

十

一

年

十

一

月

の

初

来

日

を

前

に

、

当

時

の

藪

中

三

十

二

外

務

事

務

次

官

が

ル

ー

ス

駐

日

米

大

使

に

原

爆

投

下

の

謝

罪

の

た

め

大

統

領

が

被

爆

地

の

広

島

を

訪

問

す

る

こ

と

に

否

定

的

な

姿

勢

を

示

し

、

謝

罪

を

目

的

と

し

な

い

訪

問

自

体

も

「

時

期

尚

早

」

と

の

考

え

を

伝

え

て

い

た

こ

と

が

二

十

六

日

、

内

部

告

発

サ

イ

ト

「

ウ

ィ

キ

リ

ー

ク

ス

」

が

公

開

し

た

米

外

交

公

電

で

明

ら

か

に

な

っ

た

。

二

十

一

年

九

月

三

日

付

の

公

電

に

よ

る

と

、
藪

中

氏

は

同

年

八

月

二

十

八

日

に

ル

ー

ス

氏

と

会

談

し

、「

核

兵

器

な

き

世

界

」
を

掲

げ

た

オ

バ

マ

氏

の

広

島

訪

問

に

つ

い

て

、

特

に

反

核

グ

ル

ー

プ

内

で

期

待

が

高

ま

っ

て

い

く

と

の

見

通

し

を

示

し

、

日

米

両

政

府

で

そ

う

し

た

世

論

の

期

待

を

抑

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

伝

え

た

。

そ

の

上

で

謝

罪

目

的

の

広

島

訪

問

が

成

功

す

る

見

込

み

は

な

い

と

の

考

え

を

示

し

た

。

外

務

省

顧

問

の

藪

中

氏

は

産

経

新

聞

の

取

材

に

対

し

「

外

務

省

は

ウ

ィ

キ

リ

ー

ク

ス

の

件

で

コ

メ

ン

ト

し

な

い

の

で

私

も

コ

メ

ン

ト

し

な

い

」
と

語

っ

た

。
』
と

記

事

に

し

て

い

る

が

、
こ

の

報

道

を

承

知

し

て

い

る

か

。
ま

た

記

事

の

内

容

は

事

実

か

。
事

実

で

あ

れ

ば

、
オ

バ

マ

米

大

統

領

に

よ

る

原

爆

投

下

の

謝

罪

に

否

定

的

な

姿

勢

を

示

し

、「

時

期

尚

早

」

で

あ

る

と

し

た

の

は

な

ぜ

か

。 

六 

安

倍

晋

三

内

閣

総

理

大

臣

は

、

平

成

二

十

六

年

八

月

六

日

の

「

広

島

市

原

爆

死

没

者

慰

霊

式

並

び

に

平

和

祈

念

式

」

及

び

同

年

八

月

九

日

の
「

長

崎

原

爆

犠

牲

者

慰

霊

平

和

祈

念

式

典

」
に

お

い

て

、「

人

類

史

上

唯

一

の

戦

争

被

爆

国

と

し

て

、
核

兵



器

の

惨

禍

を

体

験

し

た

我

が

国

に

は

、
確

実

に

、「

核

兵

器

の

な

い

世

界

」
を

実

現

し

て

い

く

責

務

が

あ

り

ま

す

。
そ

の

非

道

を

、

後

の

世

に

、

ま

た

世

界

に

、

伝

え

続

け

る

務

め

が

あ

り

ま

す

。
」

と

あ

い

さ

つ

し

ま

し

た

。
「

そ

の

非

道

」

と

は

具

体

的

に

何

を

指

す

の

か

。
ま

た

、
我

が

国

に

原

爆

を

投

下

し

た

当

時

の

米

国

政

府

は

、「

非

道

」
を

行

っ

た

も

の

と

政

府

は

認

識

し

て

い

る

か

。 

 

本

質

問

に

つ

い

て

、

質

問

番

号

を

束

ね

る

こ

と

な

く

、

質

問

番

号

ご

と

に

具

体

的

に

ご

回

答

い

た

だ

き

た

く

お

願

い

す

る

。 

 

右

質

問

す

る

。 


